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Appendix A Pentium( II、CeleronTM、XeonTMおよびSECC2パッケージプロセッサの取り付け 

Appendix B サーミスタの取り付け

Appendix C テクニカルサポートに関する記入用紙


このマニュアルを最大限に活用するには

  ページAのマザーボードレイアウトに目を通してください。マザーボードのレイアウトが確認できます。システムの設定を行うときはこれを参照してください。

  ページBの内容物チェックリストにはこの商品の内容物について書いてあります。

  マザーボードの機能、パッケージ内容物、そしてメモリサイズ、CPUタイプ、ジャンパー設定、コネクタなどアップグレードやハードウェア構成の変更の概要に関しては


チャプター1 導入


チャプター2 接続

を読んでください。

  チャプター1、チャプター2を読み終えたらチャプター3 AMI BIOSセットアップを読んでください。ここにはBIOSのアップデート手順やハードウェア構成に関してのSETUPのより詳細な情報があります。

  マニュアルの最後の部分にはPentium ( Ⅱ、CeleronTM、Pentium( Ⅱ Xeon TM およびSECC 2パッケージCPUの取り付けに関するAPPENDIX A、サーミスタの取り付けに関するAPPENDIX Bそしてテクニカルサポートに関する記入用紙APPENDIX Cが付いています。

  システムのメーカーはシステムのスペックに応じてマザーボードの設定を変更するでしょう。そのためマザーボードの現時点での設定値がこのマニュアルに載っている既定値と違っている可能性があります。

**保証に関して**

本製品のBIOSはAT互換機ならではの面白さの1つであるオーバークロッキングを手軽にお楽しみ頂けることを目的として開発されています。しかしながら、このマザーボードに接続するCPU、メモリ、PCI機器などはそのような状態を想定して製造されておらず、各メーカーはオーバークロック時の安定動作を一切保証しておりません。そのため、弊社もオーバークロック時のシステムの安定動作は一切保証することができません。万が一オーバークロックが原因で、本製品ならびに他の機器に障害が生じたとしても、弊社はその一切の保証を負いかねます。また、どのような機器が高いFSBで動作できるかといったご質問やオーバークロック自体に関するご質問にもお答えすることはできません。勝手ながら、以上の点をご了承頂いた上で本製品をお楽しみいただきますようお願いいたします。なお、上記以外の点の保証に関しましては、各小売店様の保証規定に準じます。

国内総販売元


株式会社フリーウェイ





東京都千代田区外神田4-6-7カンダエイトビル2F

Intelは米国Intel Corporationの登録商標です。

その他のブランドや製品名はそれぞれの会社の商標もしくは登録商標です。

チャプター1 最初に

FW-6400GXはIntel 440GX AGPsetを採用しており、Slot1用の現行の全ての Intel Pentium( Ⅱプロセッサに対応しています。加えて、WSモデルではより高速で大容量のL2キャッシュを内蔵したワークステーション、サーバ向けCPUであるIntel Pentium( Ⅱ XeonTMプロセッサ用のSlot2を搭載しています。SDRAMを使用することにより100MHzシステムバスをサポートし、Windows 95/98、Windows NTそしてUNIX上で高いパフォーマンスを実現します。

1-1 ハードウェアスペック

· Slot1でIntel Pentium( ⅡCPU(233MHzから450MHz)及びIntel CeleronTM CPU(266MHzから333MHz)を、Slot2でPentium( Ⅱ XeonTM CPU(400MHzから500MHz)をサポート(Slot2はWSモデルのみ)。

· Intel 440GX AGPset。

· 168ピンDIMMソケット4本。64ビットワイドパス4バンク。最大2GB SDRAM。 (パリティチップ付きECCサポート)。

· 3つのスイッチング電圧レギュレータ を内蔵。

· 1.8Vから3.5VまでのCPUコア電圧自動判定機能。

· AGPスロット1本、32ビットPCIリビジョン2.1スロット6本。

· Ultra DMA/33対応マスタIDEコネクタ2本。2チャンネルに最大4つまでのデバイスをサポート。

· National 309高速ウルトラマルチI/Oチップセット。

· USB (Universal Serial Bus) コネクタ搭載。最大127デバイス接続可能。

· ATX電源コネクタオンボード

· PS/2キーボードコネクタおよびPS/2マウスコネクタ搭載。

· 赤外線通信 (IrDA TX/RX) 接続対応。

· FDCポート1本。FDDを最大2台接続可能。

· 16550A高速UART互換シリアルポート2本。

· EPP/ECPモードパラレルポート1本。

· ファン オンオフコントロール、モデムリングオン、ソフトパワーオフ、Wake-On-Lanサポート。

· ボードサイズ 305mm x 244mm

1-2ソフトウェアパワーオフコントロール

このマザーボードはBIOSのSMMコードを通じて、Windows 95/98、Windows 3.1xおよびDOS環境でソフトパワーオフ機能を利用することができます。この機能を利用するにはATX電源を使用する必要があります。

まず最初にパワースイッチケーブル(これはATXケースから出ています)をマザーボード上の”PS-ON”コネクタに接続します。BIOSの’POWER MANAGEMENT SETUP’の’Power Saving’を”User Defined” (もしくは”Min. Power Saving”か”Max. Power Saving”) に設定し、’PM Control by APM’を”Yes”に設定します。

Windows 95/98でシステムの電源を切りたい場合はスタートメニューの”Windowsの終了”を実行し”電源を切れる状態にする”を選択するだけで電源を切ることができ、システムはスタンバイ状態になります。このとき電源のLEDは点滅状態になります。システムを再起動したい場合は、電源スイッチを押すだけで電源が入ります。

注記：何日間かシステムを使わない場合は、ハードウェア的に電源を切ることをお勧めします。

1-3 SB-LINKサイドバンド信号(JP6)

従来のSound Blaster互換音源カードをPCIバス環境に移行させるために、EMU8008はSB-Linkの要求/許可サイドバンド信号(PCPCIREQNとPCPCIGNTN)を一つのペアにすることでPCIバスとのインターフェースを可能にしています。SB-LINKのメカニズムはデスクトップPCのPCIバスに接続されたドッキングステーションにISAスロットの存在を許可するためにIntelによって開発されたものです。
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[image: image2.wmf]                         JP6 2x3サイドバンドヘッダ。サウンドカードにも
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1-4 サーミスタ

付属のサーミスタを使ってCPUの温度を計測することができます。サーミスタを接続するとBIOSはCPU温度を自動的に計測し始めます。ユーザーの設定により警告音を鳴らさせることができます。CPUがオーバーヒートするとサーミスタはユーザーにそれを通知します。

1-5 ハードウェアドクター
ハードウェアドクターはWinbondのW83781D ICシリーズチップ専用のPC用自己診断システムです。このソフトを使って電源ユニットの電圧、ファンのスピード、CPUおよびシステム温度などを監視することによってシステムの障害を未然に防ぐことができるようになります。

· ハードウェアドクターの実行

ハードウェアドクターを起動すると以下のような画面が現れます。
[image: image11.wmf]
· ハードウェアドクターの表の見方

Vcore：VcoreAはCPUの動作電圧です。VcoreBは第2CPU、Pentium(II GTLバス、 Clock Generatorなどなど様々なデバイスの電圧を表示します。

STATUS：Statusの項目はそのアイテムの現在の状態を示しています。背景色により状態を区別できます。”緑”なら良好、”赤”の場合は範囲外を示し、その時点でこのエラーに対処するようにとの警告メッセージが表示されます。

LIMIT：スクロール矢印を押して全ての項目の上限・下限を設定することができます。設定を保存してプログラムを立ち上げ直すと変更が反映されます。プルダウンメニューの”File”から”Default”を選べば元のデフォルト値に戻すことができます。

EXIT：プルダウンメニューの”File”から”Exit”を選ぶことでのみハードウェアドクターを終了できます。ウィンドウの右上の" X "ボタンを押しても最小化されてアイコンになるだけです。

HELP：このプログラムに関してより詳細な情報が欲しい場合はメニューバーから “Help”を実行してください。

1-6 Wake-On-LAN
Wake-On-LANとはAMDのMagic Packetテクノロジーを利用し、ネットワーク上の電源の落ちているワークステーションの電源をリモートからオンにするメカニズムです。このメカニズムは、Magic Packetと呼ばれるネットワーク上のノードにアドレスされる特殊な情報をLANカードが受け取ることにより実行されます。プロテクトが必要な場合はSecure ONというセキュリティ機能をMagic Packetに追加することができます。この場合マシンの電源を入れるのにパスワードが必要になります。LANカードがWake-On-LANモードになっているとき、そのシステムの電源を切ってもLANカードにだけは電源が供給されつづけ、外部からの電源要求に応じることができるようになっています。

LANカードがWake-On-LANモードになっているときはLANカードは一切のネットワーク活動を行うことができません。ただMagic Packetの受信を監視するだけです。ネットワーク上のLANカードにMagic PacketがアドレスされるとLANカードはシステムの電源を投入します。Secure ON機能が有効になっている場合は、システムの電源を入れる前にMagic Packetに付加されたパスワードの検証が行われます。

Wake-On-LANに対応したネットワークカードには2種類あります。1つはIntelタイプでもう1つはPME信号サポートタイプのものです。

 チャプター2  取り付けおよび接続

2-1 取り付け手順

取り付けにかかる前に、CPU、メモリ、ハードディスク、キーボード、CD-ROMなどのパーツ、周辺機器をあらかじめ用意しておいてください。準備ができたら、下記の順番で取り付けを行います。

1. CPU、ヒートシンク(Appendix A Pentium( Ⅱ & XeonTM取り付けかたを参照)そしてメモリモジュールをマザーボードに取り付けます。

2. AGP/PCIスロットに拡張カードを取り付けます。

3. 周辺機器や電源にケーブルを接続します。

4. 全てのパーツやデバイスがしっかり接続されている確認した後、マシンの電源を入れシステムBIOSを設定します。

5. 周辺機器や拡張カード類のドライバをインストールし動作を確認します。

6. 全てがうまく行ったら電源を切り、全てのパーツを取り外してコンピュータケースに取り付けます。

2-2 CPUの設定

FW-6400GXはジャンパフリーになっており、CPUクロック、周波数そして電圧の設定をするのにジャンパーを変更する必要はありません。CPUの電圧は自動的に検出され、CPUの周波数はBIOSセットアップ画面で行うだけです。初めて起動するとき、マザーボードはデフォルトのCPUクロックでシステムを立ち上げます。BIOSセットアップ画面の”Hardware Monitor Setup”で周波数を設定すると、システムはその周波数で立ち上がります。
2-2-1 CPUの種類の選択

FW-6400GXはINTEL Pentium(ll CPU、INTEL CeleronTM CPUおよびINTEL Pentium(ll XeonTM CPU(WSモデルのみ)に対応していします。
1 システムが立ち上がったらすぐ、<Del>キーを押します。
2 BIOSセットアップ画面が現れます。 

3 “ HARDWARE MONITOR SETUP “を選択します。 

AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

4 “Hardware Monitor Setup”画面が現れます。
※※ 注記
誤ったCPU周波数をBIOSで設定すると、システムが立ち上がらなくなることがあります。そのような場合は”F10”キーを押しながら電源を入れてください。システムはデフォルトの周波数(66MHz×3.5倍)で起動します。その後適正な周波数を設定し、システムの電源を入れ直して再起動してください。

5a. Intel Pentium( II 233MHz (66 x 3.5)

AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

CPU Frequency Selection
66MHz
Available Options:

    3.0x

  ( 3.5x

4.0x

4.5x 

5.0x

5.5x

6.0x

6.5x

7.0x

7.5x

8.0x

ESC:Exit  ↑↓:Sel

PgUp/PgDn:Modify

F2/F3:Color

CPU Ratio Selection
3.5x


VCC3 Voltage Setting
3.4V


Current VID
2.00V


VID Setting
2.00V


=≡  System Hardware Monitor  ≡=

Current CPU Temperature

Current System Temperature

Current CPU Fan Speed

Current Chassis Fan Speed

Current Power Fan Speed

Vcore

Vtt

Vio

+ 5.000V

+12.000V

-12.000V

-5.000V                             
20 o C/68 o F

26 o C/78 o F

0 PPM

0 PPM

0 PPM

1.920V

1.472V

3.392V

5.085V

11.741V

-11.484V

-4.763V


5b. Intel Pentium( II & CeleronTM 266MHz (66 x 4.0)
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

CPU Frequency Selection
66MHz
Available Options:

    3.0x

    3.5x

  ( 4.0x

4.5x 

5.0x

5.5x

6.0x

6.5x

7.0x

7.5x

8.0x

ESC:Exit  ↑↓:Sel

PgUp/PgDn:Modify

F2/F3:Color

CPU Ratio Selection
4.0x


VCC3 Voltage Setting
3.4V


Current VID
2.00V


VID Setting
2.00V


=≡  System Hardware Monitor  ≡=

Current CPU Temperature

Current System Temperature

Current CPU Fan Speed

Current Chassis Fan Speed

Current Power Fan Speed

Vcore

Vtt

Vio

+ 5.000V

+12.000V

-12.000V

-5.000V                             
20 o C/68 o F

26 o C/78 o F

0 PPM

0 PPM

0 PPM

1.920V

1.472V

3.392V

5.085V

11.741V

-11.484V

-4.763V


( “ Current VID ” および “ VID Setting ”に関しては41ページを参照してください。
5c. Intel Pentium( II & CeleronTM 300MHz (66 x 4.5)

AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

CPU Frequency Selection
66MHz
Available Options:

    3.0x

    3.5x

    4.0x

  ( 4.5x 

5.0x

5.5x

6.0x

6.5x

7.0x

7.5x

8.0x

ESC:Exit  ↑↓:Sel

PgUp/PgDn:Modify

F2/F3:Color

CPU Ratio Selection
4.5x


VCC3 Voltage Setting
3.4V


Current VID
2.00V


VID Setting
2.00V


=≡  System Hardware Monitor  ≡=

Current CPU Temperature

Current System Temperature

Current CPU Fan Speed

Current Chassis Fan Speed

Current Power Fan Speed

Vcore

Vtt

Vio

+ 5.000V

+12.000V

-12.000V

-5.000V                             
20 o C/68 o F

26 o C/78 o F

0 PPM

0 PPM

0 PPM

1.920V

1.472V

3.392V

5.085V

11.741V

-11.484V

-4.763V


5d. Intel Pentium( II & CeleronTM 333MHz (66 x 5.0)
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

CPU Frequency Selection
66MHz
Available Options:

    3.0x

    3.5x

    4.0x

    4.5x 

  ( 5.0x

5.5x

6.0x

6.5x

7.0x

7.5x

8.0x

ESC:Exit  ↑↓:Sel

PgUp/PgDn:Modify

F2/F3:Color

CPU Ratio Selection
5.0x


VCC3 Voltage Setting
3.4V


Current VID
2.00V


VID Setting
2.00V


=≡  System Hardware Monitor  ≡=

Current CPU Temperature

Current System Temperature

Current CPU Fan Speed

Current Chassis Fan Speed

Current Power Fan Speed

Vcore

Vtt

Vio

+ 5.000V

+12.000V

-12.000V

-5.000V                             
20 o C/68 o F

26 o C/78 o F

0 PPM

0 PPM

0 PPM

1.920V

1.472V

3.392V

5.085V

11.741V

-11.484V

-4.763V


5e. Intel Pentium( II 350MHz (100 x 3.5)

AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

CPU Frequency Selection
100MHz
Available Options:

    3.0x

  ( 3.5x

4.0x

4.5x 

5.0x

5.5x

6.0x

6.5x

7.0x

7.5x

8.0x

ESC:Exit  ↑↓:Sel

PgUp/PgDn:Modify

F2/F3:Color

CPU Ratio Selection
3.5x


VCC3 Voltage Setting
3.4V


Current VID
2.00V


VID Setting
2.00V


=≡  System Hardware Monitor  ≡=

Current CPU Temperature

Current System Temperature

Current CPU Fan Speed

Current Chassis Fan Speed

Current Power Fan Speed

Vcore

Vtt

Vio

+ 5.000V

+12.000V

-12.000V

-5.000V                             
20 o C/68 o F

26 o C/78 o F

0 PPM

0 PPM

0 PPM

1.920V

1.472V

3.392V

5.085V

11.741V

-11.484V

-4.763V


5f. Intel Pentium( II & XeonTM (WSモデルのみ) 400MHz (100 x 4.0) 
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

CPU Frequency Selection
100MHz
Available Options:

    3.0x

    3.5x

  ( 4.0x

4.5x 

5.0x

5.5x

6.0x

6.5x

7.0x

7.5x

8.0x

ESC:Exit  ↑↓:Sel

PgUp/PgDn:Modify

F2/F3:Color

CPU Ratio Selection
4.0x


VCC3 Voltage Setting
3.4V


Current VID
2.00V


VID Setting
2.00V


=≡  System Hardware Monitor  ≡=

Current CPU Temperature

Current System Temperature

Current CPU Fan Speed

Current Chassis Fan Speed

Current Power Fan Speed

Vcore

Vtt

Vio

+ 5.000V

+12.000V

-12.000V

-5.000V                             
20 o C/68 o F

26 o C/78 o F

0 PPM

0 PPM

0 PPM

1.920V

1.472V

3.392V

5.085V

11.741V

-11.484V

-4.763V


5g. Intel Pentium( II & XeonTM (WSモデルのみ) 450MHz (100 x 4.5) 

AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

CPU Frequency Selection
100MHz
Available Options:

    3.0x

    3.5x

    4.0x

  ( 4.5x 

5.0x

5.5x

6.0x

6.5x

7.0x

7.5x

8.0x

ESC:Exit  ↑↓:Sel

PgUp/PgDn:Modify

F2/F3:Color

CPU Ratio Selection
4.5x


VCC3 Voltage Setting
3.4V


Current VID
2.00V


VID Setting
2.00V


=≡  System Hardware Monitor  ≡=

Current CPU Temperature

Current System Temperature

Current CPU Fan Speed

Current Chassis Fan Speed

Current Power Fan Speed

Vcore

Vtt

Vio

+ 5.000V

+12.000V

-12.000V

-5.000V                             
20 o C/68 o F

26 o C/78 o F

0 PPM

0 PPM

0 PPM

1.920V

1.472V

3.392V

5.085V

11.741V

-11.484V

-4.763V


5h. Intel Pentium( II XeonTM (WSモデルのみ) 500MHz (100 x 5.0) 

AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

CPU Frequency Selection
100MHz
Available Options:

    3.0x

    3.5x

    4.0x

    4.5x 

  ( 5.0x

5.5x

6.0x

6.5x

7.0x

7.5x

8.0x

ESC:Exit  ↑↓:Sel

PgUp/PgDn:Modify

F2/F3:Color

CPU Ratio Selection
5.0x


VCC3 Voltage Setting
3.4V


Current VID
2.00V


VID Setting
2.00V


=≡  System Hardware Monitor  ≡=

Current CPU Temperature

Current System Temperature

Current CPU Fan Speed

Current Chassis Fan Speed

Current Power Fan Speed

Vcore

Vtt

Vio

+ 5.000V

+12.000V

-12.000V

-5.000V                             
20 o C/68 o F

26 o C/78 o F

0 PPM

0 PPM

0 PPM

1.920V

1.472V

3.392V

5.085V

11.741V

-11.484V

-4.763V


2-3システムメモリの取り付け

   このマザーボードには4本のDIMMを接続することができ、最大で2GBまで拡張することができます。4本のDIMMは4つのバンクに分かれています。詳細はページAを参照してください。それぞれのバンク幅は64ビットです。
※ システムメモリの組み合わせ例 ※
BANK0
BANK1
BANK2
BANK3
Total Memory

DIMM 1
DIMM 2
DIMM 3
DIMM4
DIMM 1-4

32MBx1
-
-

32MB

-
32MBx1
-

32MB

-
-
32MBx1

32MB

-
-
-
32MBx1
32MB

32MBx1
32MBx1
-

64MB

 -
32MBx1
32MBx1

64MB

-
-
32MBx1
32MBx1
64MB

32MBx1
32MBx1
32MBx1
-
96MB

:
:
:
:
:

32MBx1
32MBx1
32MBx1
32MBx1
128MB

64MBx1
-
-

64MB

:
:
:
:
:

-
64MBx1
64MBx1
64MBx1
192MB

64MBx1
64MBx1
64MBx1
64MBx1
256MB

:
:
:
:
:

128MBx1
128MBx1
128MBx1
128MBx1
512MB

:
:
:
:
:

256MBx1
256MBx1
256MBx1
256MBx1
1GB

: 
:
:
:
:

512MBx1
512MBx1
512MBx1
512MBx1
2GB

2-4コネクタ関係の説明

下記のコネクタの場所に関してはページAに掲載されています。ケーブルをそれぞれのI/Oコネクタに接続するときは、ケーブルの1番ピンとコネクタの1番ピンが合うようにして下さい。


コネクタ1 : スピーカ、キーボードロック、リセット、SMI、 


           ターボLEDおよびIDE LEDコネクタ。



 
































        Slot2

  Slot1






ピン12                 
PS_ON : パワーボタン                            

ピン24                 
Pin 12 : PS_ON      Pin 24 : +5VSB






          FAN :冷却ファン用コネクタです。+12V(たいてい赤色の線です)をピン2に接続し、グラウンド線(たいてい黒色の線です)をピン3に接続してください。線の色がわからない場合は販売元に相談してください。

 1      GND  


注意: 違う線を接続してしまうと、ファンやマザーボード

 2      +12V     


をいためてしまう可能性があります。
 3      Sense  


FAN3と4はPentium( II &Xeon TM CPUファン用




FAN1はケース用、



FAN2は電源ファン用です。



IR1 : 赤外線モジュールコネクタ。











PW1 : ATXモード+3.3/5/12V電源コネクタ
 1             10

 11            20






FDC1 : このコネクタはフロッピードライブを接続するのに使い

           ます。
ピン
信号
ピン
信号

2
RWC-
20
STEP-

4
reserved
22
Write Data

6
FDEDIN
24
Write Gate

8
Index-
26
Track 00-

10
Motor EnableA-
28
Write Protect-

12
Drive Sele.B-
30
Read Data-

14
Drive Sele.A-
32
Side 1 Sele.-

16
Motor EnableB-
34
DisketteChange

18
DIR-



  全ての奇数ピンはグラウンドです。




IDE1/IDE2 : この2つのコネクタはIDEケーブルで

       IDEデバイスを接続するのに使います。

       合計で4台のデバイスを接続することができます。
ピン
信号
ピン
信号

1
Reset IDE
21
DDRQ0(1)

2
GND
22
GND

3
Host Data 7
23
I/O Write-

4
Host Data 8
24
GND

5
Host Data 6
25
I/O Read-

6
Host Data 9
26
GND

7
Host Data 5
27
IORDY

8
Host Data 10
28
N/C

9
Host Data 4
29
DDAK0- (1-)

10
Host Data 11
30
GND

11
Host Data 3
31
IRQ14*

12
Host Data 12
32
IOCS16-

13
Host Data 2
33
Addr 1

14
Host Data 13
34
N/C

15
Host Data 1
35
Addr 0

16
Host Data 14
36
Addr 2

17
Host Data 0
37
ChipSele.1P-

18
Host Data 15
38
ChipSele.3P-

19
GND
39
Activity

20
Key
40
GND


* IDE1 : ピン31はIRQ14です。


      IDE2 : ピン31はIRQ15もしくはMIRQ0です。 

COM1/COM2 : この2つのコネクタはシリアルポート


    ケーブルを接続するのに使います。



ピン
信号名

1
NDCDA/B

2
NSINA/B

3
 NSOUTA/B

4
NDTRA/B

5
 GND

6
NDSRA/B

7
NRTSA/B

8
NCTSA/B

9
NRIA/B

 
       AがCOM1で、BがCOM2です。


 LPT : このコネクタはパラレルポートケーブルを

          接続するのに使います。
ピン
信号
ピン
信号

1
STROBE-
10
ACK-

2
Data Bit 0
11
BUSY

3
Data Bit 1
12
PE

4
Data Bit 2
13
SLCT

5
Data Bit 3
14
Auto Feed-

6
Data Bit 4
15
ERROR-

7
Data Bit 5
16
INIT-

8
Data Bit 6
17
SLCT IN-

9
Data Bit 7



 ピン18からピン25はグラウンドです。






      



2-5 IDEドライバのインストール

下記の手順でIDEドライバをインストールしてください。

Windows 95でのセットアップ

1. Windows 95を起動します。

2. “スタート”ボタンを押し、”ファイル名を指定して実行”を選択します。

3. IDEドライバをインストールする前に、”INF.EXE”をインストールします。詳細はreadmeファイルを参照してください。

4. “A:\WIN95\SETUP.EXE”と入力し、エンターキーを押します。

(インストールをCD-ROMから行う場合はAll-In-One CDをドライブに入れて、(CD-ROMがDドライブの場合) D:\WIN95\SETUP.EXEと入力してください。)

5. コンピュータを再起動します。その後、画面の指示に従い添付フロッピーのIDEドライバをインストールします。

6. Windows 95を終了し、電源を入れ直します。

(他のOSに関してはreadmeファイルを参照してください。)

2-6 ハードウェアドクターのインストール
(Windows 95/98でのセットアップ
1. Windows95/98を立ち上げます。
2. 添付のCDをCD-ROMドライブに入れます。
3. インストールメニューの中の”Install Hmonitor”を選択します。
4. “OK”ボタンを押すとセットアッププログラムが開始されます。
(* Windows 95ではこの時点でリスタートが必要な場合があります。その場合は
 リスタートして以降の手順を行ってください。)
5. ハードウェアドクターをインストールするためにボタンを押してください。
6. “OK”を押すとインストールは終了です。
(Windows NTでのセットアップ
1. Windows NTを立ち上げます。
2. Insert All-In-One CD into your CD-ROM drive.

3. 添付のCDをCD-ROMドライブに入れます。
4. “Next”を押すとインストールが始まります。
5. “Next”を押します。
6. “Next”を押します。
7. “Finish”を押すとインストールは終了です。
8. システムを再起動してください。
チャプター3 AMI BIOSセットアップ

FW-6400GXではハードウェア、ソフトウェアを使ってシステムBIOSにアクセスすることが出来ます。ハードウェアとはフラッシュROMのことで、ソフトウェアとはBIOSに必要な全てのデータと共にROMBIOSにインストールされているプログラムのことを指します。

BIOSをアップデートする場合は添付ディスクのBIOS アップデートユーティリティを使用します。BIOSの設定方法に関しては次ページ以降で説明します。

注 :  CMOSの内容を消去するには、まず電源ケーブルを抜き、JP8を2-3にセットします。その後ジャンパを元の1-2に戻し電源ケーブルを接続しなおします。


JP8

 Normal
1-2

 Clear
2-3

       通常操作時               CMOSの消去

PCI slot        JP8



3-1 BIOSアップデート手順

BIOSをアップデートするにあたっては添付CD内のユーティリティを使用します。

“amiflash.exe”

---
BIOSアップデートユーティリティ

“amiflash.doc”

---
アップデートユーティリティの説明ファイル

下記の手順にしたがってBIOSをアップデートしてください。

1. DOSモードでコンピュータを普通に立ち上げます。

2. アップデートディスクをCD-ROMドライブに挿入します。

3. 作業ディレクトリをCD-ROMドライブAに変更します。 

“D:\flash”と入力し”Enter”キーを押します。

4. BIOSアップデートユーティリティを実行します。“amiflash”と入力し、”Enter”キーを押します。

5. “(バージョンナンバーの入ったアップデートBIOSファイル名).bin”と入力し、”Enter”キーを押します。

6. “Do you want to save BIOS (Y/N) ?”というメッセージが画面に表示されます。古いBIOSを保存したくない場合は”N”キーを押してください。

7. “Are you sure to program (Y/N) ?”というメッセージが出たら”Y”キーを押します。

8. 後は画面の指示に従います。BIOSのアップデートが終了するまでは絶対にCDをCD-ROMドライブから抜いたり、システムの電源を切らないでください。

9. マシンの電源を切ります。前ページの要領でCMOSのデータを消去します。

10. マシンの電源を入れ、システムが正常に動作しているかチェックします。

3-1-1 Pentium( Ⅱ BIOS APIアップデート

Intelが供給するマイクロコードAPI (Applications Programming Interface) を使ってユーザーはPentium( IIベースのマザーボードのBIOS内のデータブロックを簡単かつ素早くアップデートすることができます。 (このユーティリティは添付の3.5インチフロッピーに入っています。)

Pentium( IIベースのマザーボードのBIOSコードにはそれぞれのプロセッサのシリコンステッピングに特有のデータが含まれています。システムインテグレータはこのBIOSステッピングデータとプロセッサのステッピングが合致するようにしなければなりません。もしBIOSがプロセッサのステッピングに合致するステッピングデータを持っていない場合、インテグレータはシステムを出荷する前にBIOSデータをアップデートしなければなりません。一般的にPentium( IIシステムをアップデートするときは、古いBIOSをまるまる正しいステッピングデータを持っている新しいリビジョンのBIOSと交換する手法が取られてきました。

IntelのBIOSアップデートAPIを使うことでBIOS内のステッピングデータを必要に応じてアップデートすることができます。マザーボードがIntel定義のBIOSアップデートAPIを持ったBIOSを使っているならば、もしその必要があれば、完全にBIOSをアップグレードしなくてもそのマザーボードを簡単かつ素早くアップデートすることができます。インテグレータはこのユーティリティを使って全てのPentium( IIマザーボードに正しいステッピグンデータが存在しているかどうかを簡単に検証することができます。しかしステッピングデータを更新したいにもかかわらずマザーボードのBIOSがIntel定義のBIOSアップデートAPIを持っていない場合は、マザーボード販売店がBIOSを完全にアップグレードする必要が生じます。


添付CDをCD-ROMドライブに入れ、下記のように操作します。


  D:\>cd api\api\chechup3  (CD-ROMがDドライブの場合)


下記のようなメインメニューが現れます。


1) Check and load update


2) Specify stepping data file [ current : pep.pdb ]


3) Help


4) Quit without loading update

1を選択してステッピングのファイル名を確認します。2を選択して正しいパッチコードをロードしたら、1を選択して正しいパッチコードにアップデートします。”please remove floppy diskette from floppy disk drive”というメッセージが出るので、システムをコールドブート (いったん電源を切っていれ直す) します。これ以上の情報は”CHECKUP.HLP”ファイルを参照してください。
3-2 AMIシステムBIOS セットアップ

以降のページではAMI BIOSのシステムコンフィギュレーション(CMOS)を設定する方法を説明します。セットアッププログラムはマザーボード上のROM内に保存されています。セットアップを行うには、マシンの起動直後に<Del>キーを押してください。下記のメインメニュー画面が表示されます。”Standard CMOS Setup”を選択して次の画面に移ってください。

AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

メインメニューの画面の下の部分にはこのセットアップ画面のコントロール方法が表示されます。

その外の画面ではリスト中で選択されている項目の説明が表示されます。

この画面では基本的なハードウェアの情報を記録したりエラーの対処方法を決定します。これらの情報はオンボードのバッテリーが壊れたり弱くなると消えることがあります。
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

AMIBIOS SETUP – STANDARD CMOS SETUP

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Date (mm/dd/yyyy) : Wed Sep 02,1998
Base Memory: 0 KB

Time (hh/mm/ss) : 13:30:10
Extd Memory:0 MB

Floppy Drive A:     1.44 MB 3 1/2


Floppy Drive B:     Not Installed









LBA
Blk
PIO
32Bit


 Type
Size
Cyln
Head
WPcom
Sec
Mode
Mode
Mode
Mode

Pri Master 
: Auto








On

Pri Slave  
: Auto



                                  On

Sec Master : Auto
                                  On 

Sec Slave  : Auto
                                  On




Boot Sector Virus Protection      Disabled


Month
Jan
- Dec
ESC : Exit
 ↑↓: Sel

Day
01
- 31
PgUp/PgDn
:Modify

Year
1901
- 2099
F2/F3:Col
or







 Date


Date の書式は、<day>、<date>、<month>、<year>です。
day
曜日はSunからSatまであり、BIOSが決定します。変更はできません。

date
日にちは1から31です。

month
月はJan.からDec.です。

year
年は1900から2099です。

 Time


Time の書式は、<hour>、<minute>、<second>です。時間は24時間制に基づいて計算されます。例えば午後1時は13:00:00となります。


 Drive A

 Drive B
この項目ではコンピュータに接続されたフロッピーディスクドライブAもしくはドライブBのタイプを特定します。

 Not installed
フロッピードライブを接続していない場合。

 360K, 5.25 in
5.25“PCタイプ360KB。

 1.2M, 5.25 in
5.25“ATタイプ1.2MB。

 720K, 3.5 in
3.5“両面720KB。

 1.44M, 3.5 in
3.5“両面1.44MB。

 2.88M, 3.5 in
3.5“両面2.88MB。


Primary Master

Primary Slave
 Secondary Master

Secondary Slave
これらの項目ではコンピュータに接続された2つのチャンネルのタイプを特定します。タイプにはあらかじめ決められた45のタイプとEnhanced IDE BIOS用にユーザー定義可能な4つのタイプがあります。タイプ1から45はあらかじめ決定されています。タイプ’User’はユーザー定義可能です。<PgUp>、<PgDn>キーを押してハードディスクタイプのナンバーを選択するか、ナンバーを入力して<Enter>キーを押してください。’Auto’を選んだ場合はBIOSは自動的にハードディスクとCD-ROMのタイプを検出し、POSTの段階でIDEのハードディスクおよびCD-ROMを表示します。’User’を選択した場合は下記に列挙された情報を全て知っておく必要があります。キーボードから直接それらの値を入力し<Enter>キーを押します。これらの情報はハードディスクのメーカーもしくは販売元から提供されます。ハードディスクインターフェースのコントローラがESDIの場合は’Type 1’を、SCSIの場合は’Not Installed’を選択してください。デバイスを接続していない場合も’Not Installed’を選択してください。

Type
ドライブのタイプ。

SIZE
自動的に計算されます。

CYLS
シリンダの数

HEAD
ヘッドの数

WPcom 
ライトプリコンプ値

SEC
セクタの数

MODE
モードのタイプ


 Boot Sector Virus 
 Protection
この項目がEnableの時、AMI BIOSはハードディスクのブートセクタやパーティションテーブルに対する修正を監視します。修正が行われると、BIOSはシステムをいったん停止し、下記のエラーメッセージが表示されます。その後で必要であれば対ウイルスプログラムを起動して、被害が出る前に問題を突き止め、削除することができます。



Boot Sector Write!!

VIRUS: Continue (Y/N) ?




 Enabled
システムが起動すると自動的にアクティブになり、ブートセクタやハードディスクパーティションテーブルにアクセスがあると警告メッセージを表示します。

 Disabled
ブートセクタやハードディスクパーティションテーブルにアクセスがあっても警告メッセージは出ません。


ディスク解析プログラムの多くはブートセクタテーブルにアクセスするため警告メッセージが表示されます。そのようなプログラムを使用する場合はあらかじめVirus WarningをDisableにしておいた方がいいでしょう。


 Memory

この項目はBIOSのPOST (Power On Self Test) の間に測定され、表示のみです。

Base Memory   POSTはシステムに搭載された基本 (コンベンショナル) メモリの大きさを測定します。基本メモリの値は普通512Kか640Kで、マザーボードに搭載されたメモリの大きさに依存します。

Extended Memory   POSTの間にどれだけの拡張メモリがあるかが測定されます。拡張メモリとはCPUのメモリアドレスマップ中の1MBより上の領域に位置するメモリの量のことです。

メインメニューからAdvanced CMOS Setupを選択すると、Advanced Setup画面が表示されます。

AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

AMIBIOS SETUP – ADVANCED CMOS SETUP

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Quick Boot
Disabled
Available Options : 

1st Boot Device
Floppy
(  Disable

2nd Boot Device
IDE-0
   Enable

3rd Boot Device
CD-ROM


Try Other Boot Devices
Yes


Initial Display Mode
Silent


Hit <TAB> Message Display
No


BootUp CPU Speed
High


BootUp Num-Lock
On


Floppy Drive Swap
Disabled


Floppy Drive Seek
Enabled


Primary Display
Absent


Password Check
Setup


Boot To OS/2 > 64MB
No


Internal Cache
WriteBack


External Cache
Disabled


System BIOS Cacheable
Disabled


C000, 16k Shadow
Cached


C400, 16k Shadow
Cached


C800, 16k Shadow
Disabled


CC00, 16k Shadow
Disabled


D000, 16k Shadow
Disabled
ESC : Exit  ↑↓: Sel

D400, 16k, Shadow
Disabled
PgUp/PgDn : Modify

D800, 16k, Shadow
Disabled
F2/F3 : Color

 Quick Boot


この項目をEnabledに設定すると、システムは1MB以上のメモリに対して列チェックを行わず、サイジングのみを行います。サイジング中システムはメモリカウント音を鳴らしません。



 1st Boot Device

 2nd Boot Device

 3rd Boot Device


この項目はどのドライブを1番目・2番目・3番目に探しに行くかを決定します。選択肢はDisable、IDE0、IDE1、IDE2、IDE3、Floppy、LS-120、ATAPI ZIP、CD-ROM、SCSI、Networkです。



 Try Other Boot

 Devices


Yesを選択すると、選択された全てのブートデバイスからブートできなかったとき、BIOSは 他のブートデバイスからのブートに試みます。


 Initial Display

 Mode


“Silent”モードを選択すると、起動時にフルスクリーンのロゴが表示されます。”BIOS”モードでは表示されません。



 Hit <TAB> Message

 Display


この項目はInitial Display Modeで”Silent”になっている時にのみ有効になります。”Yes”に設定すると、“<TAB> - Switch back to POST screen, <DEL> - to run SETUP” という文字が画面に表示されます。


 BootUp CPU Speed


デフォルトのシステムスピードを選択します。選択肢はHIGH、 LOWです。


 BootUp Num-Lock
この項目でキーボードのキーパッドの既定状態を決定できます。既定値ではシステムブート時のNumLockはオンになっています。


On
キーパッドは数字キーです。



Off
キーパッドは矢印キーです。


 Floppy Drive
 Swap


この項目はフロッピードライブA、Bを逆転するか決定します。



 Floppy Drive

 Seek
POST中にBIOSは接続されたフロッピードライブが40トラック (360K)なのか80トラック (720K、1.2M、1.44M)なのかを測定します。


Enabled
BIOSは40トラックか80トラックかを測定するためにフロッピードライブをサーチします。


Disabled
BIOSはフロッピーのトラック数をサーチしません。






 Primary Display


この項目ではプライマリシステムモニタに使われるビデオアダプタのタイプを選択します。


Absent
ビデオアダプタが無い場合です。


VGA/EGA
EGA、VGA、SEGA、SVGAもしくはPGAモニタアダプタ用です。


CGA40x25
40行モードで起動します。


CGA80x25
80行モードで起動します。


MONO
ハイレゾも含むモノクロアダプタ用です。

 Password Check


この項目でシステム自体、もしくはセットアップの起動にパスワード制限をかけることができます。‘Always’を選択するとコンピュータを起動するたびにパスワードを入力する必要があります。 ‘Setup’を選択するとBIOSセットアップに入るときにパスワードを入力しなければならなくなります。パスワードの設定はメインメニューの”Change Supervisor Password”で行います。


 Boot To OS/2

 > 64MB
この項目はOS/2を使っている場合に64MBを超えるメモリにアクセスできるようにします。


 Internal Cache

 External Cache
この項目はAMI BIOSとCPUが使用するL1(内部)・L2(外部) キャッシュメモリ用のキャッシングアルゴリズムを指定します。


Writeback
ライトバックアルゴリズムが使用されます。


Write-through
ライトスルーアルゴリズムが使用されます。


Disabled
AMI BIOSはキャッシングアルゴリズムの種類を指定しません。(内部キャッシュのアルゴリズムはCPUによって設定されます。) 




 System BIOS

 Cacheable


この項目をEnabledにするとシステムBIOS ROMの内F0000hからFFFFFhの領域をキャッシングして、システムのパフォーマンスを向上させることができます。



 C000,16k Shadow

 ( C400,C800,CC00, 

 D000,D400,D800,

 DC00 )
この項目ではC000hからD000hの間のISAオプションROMがシャドー可能かどうかを決定します。選択肢はDisabled、Enabled、 Cachedです。

この画面ではマザーボードのチップ設定の設定をコントロールします。
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Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

AMIBIOS SETUP – ADVANCED CHIPSET SETUP

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

*****SDRAM Timing*****

Available Options:

Configuration SDRAM Timing by SPD
Enabled
(  Disabled

SDRAM RAS# to CAS# delay
3 SCLKs
   Enabled

SDRAM RAS# Precharge
3 SCLKs


SDRAM CAS# Latency
3 SCLKs


SDRAM Leadoff Cmd Timming
4 SCLKs






DRAM Integrity Mode
Non-ECC


Memory Hole
Disabled


VGA Frame Buffer USWC
Disabled


PCI Frame Buffer USWC
Disabled


USWC Write Post
Disabled


Graphics Aperture Size
128MB


8bit I/O Recovery Time
3 SCLKs


16bit I/O Recovery Time
2 SCLKs


USB Passive Release
Enabled


PIIX4 Passive Release
Enabled


PIIX4 Delayed Transaction
Disabled


ClkGen Spread Spectrum 
Disabled


ClkGen for PCI Slot/DIMM
Disabled
ESC: Exit  ↑↓: Sel

USB Function
Enabled
PgUp/PgDn : Modify

USB Keyboard Legacy Support
Disabled
F2/F3:Color

 Configure SDRAM 

 Timing by SPD

この項目をEnabledにすると、SDRAMのタイミングはSPD (EEPROM) のデフォルトの設定になります。


 SDRAM RAS-to-

 CAS Delay
RAS to CASの遅延時間を2/2 SCLKs か3/3 SCLKsに設定します。この値は搭載しているDRAMに依存します。DRAMやCPUを変更するとき以外はこの設定を変更しないでください。選択肢は2、3 SCLKsです。



 SDRAM RAS#

 Precharge Time
RASのプリチャージの時間の長さを決定します。選択肢は2、3 SCLKsです。



 SDRAM CAS

 Latency Time
CASの遅延時間を2/2 SCLKs か3/3 SCLKsに設定します。この値は搭載しているDRAMに依存します。選択肢は2、3 SCLKsです。


 SDRAM Leadoff

 Cmd Timming
DRAMが読み出し、書き出しを行うときのCPUのクロック数を設定します。選択肢は4SCLKs、3SCLKs、autoです。



 DRAM

 Integrity Mode
システムに搭載しているDRAMの種類にあわせて、Non-ECC、 ECC-OnlyもしくはECCを選択します。


 Memory Hole
パフォーマンスを上げるために、メモリ内のある空間をISAカード用に予約することができます。選択肢は512KB-640KB、15MB-16MBです。



 VGA Frame

 Buffer USWC

 PCI Frame

 Buffer USWC


EnabledにするとA000からBFFFのVGAフレームバッファはUSWCキャッシュに設定され、VGAのパフォーマンスが向上します。
EnabledにするとA000からBFFFのPCIフレームバッファはUSWCキャッシュに設定され、PCIのパフォーマンスが向上します。


 Graphics Aperture

 Size
AGPアパチャを設定します。アパチャとはグラフィックメモリアドレス空間に割り当てられるPCIメモリアドレス範囲のことです。アパチャ範囲にヒットするホストサイクルはAGPに何のトランスレーションも無く転送されます。詳しくはwww.agpforum.orgを参照してください。 選択肢は4、8、16、32、64、128、256 Mbです。



 8 Bit I/O

 Recovery Time
復帰時間 (Recovery Time) とはシステムがあるI/O要求を完了した後に生じる遅延時間の長さのことです。これはCPUクロックにより測定されます。この遅延はCPUがI/Oバスよりずっと速く動作するので、I/Oの完了を待つ必要があるために生じます。この項目で8ビットI/Oの復帰時間を設定できます。選択肢はDisabledおよび1から8 Sysclkです。  



 16 Bit I/O

 Recovery Time
この項目では16ビットI/Oの復帰時間を設定できます。選択肢はDisableおよび1から4Sysclkです。



 USB Passive

 Release

 PIIX4 Passive

 Release

 PIIX4 Delayed
 Transaction


この項目をEnabledにするとPIIX4はUSBトランザクションの情報やデータの転送制御にパッシブリリースを使用します。Disabledの場合はパッシブリリースを使用せず、USB用にPCIアクセスを行います。
EnabledにするとPIIX4がPCIマスタのときにパッシブリリースはPHOLD#信号をエンコードするメカニズムになります。
このチップセットには遅延トランザクションサイクルに対応するための32ビットポストライトバッファを内蔵しています。EnabledにするとPCIスペックバージョン2.1に準拠します。選択肢はEnabled、Disabledです。


 ClkGen Spread

 Spectrum


この項目をEnable(Disable)にするとBIOSはクロックジェネレータ拡散スペクトルを有効(無効)にします。



 ClkGen for PCI

 Slot/DIMM


この項目をEnabledにすると使われていないDIMMとPCIスロットのクロックが無効になります。Disabledにすると使われていないDIMMとPCIスロットはアクティブクロック信号を受け取ります。


 USB function


この項目をEnabledにすると、USB機能が有効になり、USBコントローラにIRQとI/Oポートが割り当てられます。


 USB keyboard 
 Legacy support
USBキーボードを使用するときEnabledを選択してください。

この画面ではマザーボードのグリーン機能をコントロールします。

AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20
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Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

AMIBIOS SETUP – POWER MANAGEMENT SETUP

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

ACPI Aware O/S
No
Available Options:

Power Management/APM
Disabled
(  No

Green PC Monitor Power State
Stand By
   Yes

Video Power Down Mode
Stand By


Hard Disk Power Down Mode
Disabled


Standby Time Out (Minute)
Disabled


Suspend Time Out (Minute)
Disabled


Throttle Slow Clock Ratio
50-62.5%


Modem Use IO Port
N/A


Modem Use IRQ
3


Display Activity
Ignore


Device 6 (Serial port 1)
Monitor


Device 7 (Serial port 2) 
Monitor


Device 8 (Parallel port)
Ignore


Device 5 (Floppy Disk)
Ignore


Device 0 (Primary master IDE)
Ignore


Device 1 (Primary slave IDE)
Ignore


Device 2 (Secondary master IDE)
Ignore


Device 3 (Secondary slave IDE)
Ignore


System Thermal
Ignore


Thermal Slow Clock Ratio 
50-62.5%


CPU Critical Temperature  
650C/1490F


Power Button Function
On/Off


Ring Resume From Soft Off
Disabled


LAN Resume From Soft Off
Enabled
ESC: Exit  ↑↓: Sel

RTC Alarm Resume From Soft Off
Disabled
PgUp/PgDn : Modify

RTC Alarm Date
15
F2/F3:Color

 ACPI Aware O/S


この項目ではOSがACPIに対応しているかどうかを決定します。



 Power Management

 /APM
Enabledに設定すると、APMデバイスが有効になり、最大省電力モードを拡張しCPUの内部クロックを停止します。


 Green PC Monitor

 Power State
グリーンPC準拠のビデオモニターが一定時間働かなかったときにどのような省電力状態に入るかを指定します。選択肢はStand By、Suspend、Offです。


 Video Power 

 Down Mode
この機能はVGAアダプタに省電力モードを許可します。


Disabled
モニタは省電力時も表示を続けます。


Standby
モニタはシステムがスタンバイモードに入ると表示が消えます。


Suspend
モニタはシステムがサスペンドモードに入ると表示が消えます。

 Hard Disk Power

 Down Mode


この項目で指定した時間以上に動作しないとハードディスクが止まります。他のデバイスは通常どおり動作します。


 Standby Time Out  

 (Minute)


この項目で指定した時間以上に動作しないと、コンピュータはフルパワー状態からスタンバイ状態に入ります。設定値はDisabled、1 min、2 min、4 min、8 min、10 min、20 min、30 min、40 min、50 min もしくは60 minです。デフォルト値はDisabledです。


 Suspend Time Out  

 (Minute)
この項目で指定した時間以上に動作しないと、コンピュータはスタンバイ状態からサスペンド状態に入ります。設定値はDisabled、1 min、2 min、4 min、8 min、10 min、20 min、30 min、40 min、50 min もしくは60 minです。デフォルト値はDisabledです。



 Throttle Slow

 Clock Ratio


システムがドーズモードに入ると、CPUクロックはある一定の間のみ走るようになります。パーセントで指定してください。


 Modem Use IO

 Port


この項目ではモデムが使用するI/Oポートを決定します。選択肢はN/A、3F8h/COM1、2F8h/COM2、3E8h/COM3、2E8h/COM4です。



 Modem Use IRQ


この項目でモデムが使用するIRQを決定します。

選択肢は3、4、5、7、9、10、11、NAです。


 Display Activity


“Monitor”に設定すると、ビデオに関するあらゆるアクションがスタンバイモードへのグローバルタイマをリセットします。


 Device0-3,5-8
“Monitor“に設定すると指定したハードウェア割込み要求ラインに対するイベント監視が有効になります。”Monitor”に設定した状態でコンピュータが省電力状態にあるとき、AMI BIOSはその特定のIRQラインのアクションを監視し、アクションが起こるとコンピュータをフルパワー状態に戻します。
AMI BIOSはその特定のIRQラインに何らかのアクションがあるとスタンバイ、サスペンドのタイマを巻き戻します。
この項目にはそれぞれにMonitorとIgnoreの2つの設定があります。Device 6、7、5、0、2以外は無効にするのが最適です。



 System Thermal
“Monitor”に設定するとサーミスタが有効になります。


 Thermal Slow

 Clock Ratio


この項目を使用するとCPUがオーバーヒートしたときに、設定した値にシステムスピードが落とされます。



 CPU Critical

 Temperature


EnabledにするとCPUの警告温度を設定できます。CPUがその温度を上回るとビープ音が鳴ります。


 Power Button

 Function


On/Offに設定すると、電源スイッチを押したときに電源をすぐさまオン・オフできます。Suspendに設定すると、電源スイッチを押したときにサスペンドモードに入ります。


 Ring Resume

 From Soft Off


Enabledに設定するとモデムでシステムをサスペンド状態から起こすことができます。



 LAN Resume

 From Soft Off


Enabledに設定するとネットワークカードでシステムをサスペンド状態から起こすことができます。

 RTC Alarm Resume     

 From Soft Off


Enabledに設定すると設定した時間にシステムがサスペンド状態から自動的に起きます。



 RTC Alarm Date

 (Hour,Minute,Sec.)


RTC Alarm Resume From Soft OffをEnabledにしたときにシステムを起こす日にち、時、分、秒を決定します。

この画面ではPCIバスの設定を行います。
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20
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Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

AMIBIOS SETUP – PCI / PLUG AND PLAY SETUP

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Plug and Play Aware O/S
No
Available Options:

Clear NVRAM
No
(  No

Primary Graphics Adapter
PCI
   Yes

PCI VGA Palette Snoop
Disabled


Allocate IRQ to PCI VGA
Yes


PCI IDE BusMaster
Disabled


OffBoard PCI IDE Card
Auto


OffBoard PCI IDE Primary IRQ
INTA


OffBoard PCI IDE Secondary IRQ
INTA


DMA Channel  0
PnP


DMA Channel  1
PnP


DMA Channel  3
PnP


DMA Channel  5
PnP


DMA Channel  6
PnP


DMA Channel  7
PnP


IRQ3
PCI/PnP


IRQ4
PCI/PnP


IRQ5
PCI/PnP


IRQ7
PCI/PnP


IRQ9
PCI/PnP


IRQ10
PCI/PnP


IRQ11
PCI/PnP


IRQ14
PCI/PnP
ESC: Exit  ↑↓: Sel

IRQ15
PCI/PnP
PgUp/PgDn : Modify

Reserved Memory Size
Disabled
F2/F3:Color

 Plug and Play

 Aware O/S


コンピュータで使用するOSがプラグアンドプレイ対応の場合にこの項目を”Yes”に設定してください。AMI BIOSはシステムブートに必要なPnP ISAアダプタカードを検出し有効にするだけです。



 Clear NVRAM


設定データをリセットします。


 Primary Graphics

 Adapter


この項目を’PCI’に設定するとマルチディスプレイ環境でAGPを有効にします。しかしAGPとPCI VGAカード両方ががシステムにある場合はAGPモニタは表示されません。



 PCI VGA 
 Palette Snoop
この項目でISA/VESAのMPEG VGAカードがPCIのVGAカードと共存できるか指定します。


Enabled
PCIのVGAとISA/VESAのMPEG VGAカードが共存している場合。


Disabled
PCIのVGAとISA/VESAのMPEG VGAカードが共存していない場合。

 Allocate IRQ to

 PCI VGA
この項目がEnabledになっているとシステムはVGAにIRQを1つ割り当てます。Disabledの場合はVGAはIRQを使用しません。そのためVGA用のIRQを他の用途に開放できます。

 PCI IDE 

 BusMaster


この項目をEnabledにするとPCIバス上のIDEコントローラのバスマスタ機能が有効になります。

 OffBoard PCI

 IDE Card


非オンボードのPCI IDEコントローラが使用されているかを指定します。選択肢はSlot1から6 およびAutoです。

 OffBoard PCI

 IDE Primary IRQ


非オンボードのPCI IDEコントローラのプライマリIDEチャンネルが使用するPCI割り込みを指定します。



 OffBoard PCI

 IDE Secondary IRQ


非オンボードのPCI IDEコントローラのセカンダリIDEチャンネルが使用するPCI割り込みを指定します。

 DMA Channel 

 (0, 1, 3, 5, 6, 7)
この項目ではISAデバイスに割り当てるIRQおよびDMAを決定します。選択肢はPCI/PnPとISA/EISAです。

 IRQ (3, 4, 5, 7, 9,
 10, 11, 14, 15)




 Reserved Memory 
 Size/ Address
ISAデバイス用にRMAから開始されるメモリサイズを予約します。選択肢は16K、32Kそして64Kです。

このページではIDEハードディスクとPIO機能に関する全ての項目を設定します。
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20
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Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

AMIBIOS SETUP – PERIPHERAL SETUP

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

OnBoard FDC
Auto
Available Options:

OnBoard Serial Port1
3F8h
(  Auto

OnBoard Serial Port2
2F8h
   Disabled

   Serial Port2 Mode
Normal
   Enabled

   IR Duplex Mode
N/A


OnBoard Parallel Port
378


   Parallel Port Mode
ECP


     EPP Version
N/A


   Parallel Port IRQ
7


   Parallel Port DMA Channel
3


OnBoard IDE
Both
















ESC: Exit  ↑↓: Sel



PgUp/PgDn : Modify



F2/F3:Color

 On Board FDC
フロッピーディスクコントローラを有効、無効にできます。


 On Board 

 Serial Port 1
シリアルポート1のIRQを選択します。Autoを選択するとシステムがIRQを割り当てます。注記Autoは推奨できません。



 On Board

 Serial Port 2
シリアルポート2のIRQを選択します。Autoを選択するとシステムがIRQを割り当てます。注記Autoは推奨できません。


 Serial Port2

 Mode


使用する赤外線モジュールのタイプを決定します。選択肢はSharp-IR、IrDAです

 IR DuplexMode


赤外線通信の全二重モードを使用可能にします。

 On Board

 Parallel Port
パラレルポートのメモリアドレスを選択します。 Disabledを選択するとパラレルポートは無効になります。


 Parallel Port

 Mode
エラーチェックモードを選択します。何か特別な理由が無い限りこの項目は変更しないでください。


 EPP Version


オンボードパラレルポートの動作モードを選択します。使用する周辺機器にあわせて設定してください。選択肢は1.7、1.9です。



 Parallel Port

 IRQ


パラレルポートのIRQを選択します。選択肢は5、7です。



 Parallel Port

 DMA Channel


パラレルポートのDMAチャンネルを選択します。この項目はパラレルポートのモードがECPのときのみ使用できます。選択肢は0、1、3です。


 OnBoard IDE
使用されるオンボードIDEコントローラのチャンネルを指定します。選択肢はDisabled、Primary、Secondary、Bothです。



この画面ではCPUの周波数、倍率およびハードウェア監視を設定します。
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – HARDWARE MONITOR SETUP

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

CPU Frequency Selection
66MHz
Available Options:

  (  66 Mhz

  75 Mhz

  83 Mhz

100 Mhz

105 Mhz

  112 Mhz 

  124 Mhz/3

  124 Mhz/4

  133 Mhz/3

  133 Mhz/4

  140 Mhz

  150 Mhz

ESC:Exit  ↑↓:Sel

PgUp/PgDn:Modify

F2/F3:Color

CPU Ratio Selection
3.5x


VCC3 Voltage Setting
3.4V


Current VID
2.00V


VID Setting
2.00V


=≡  System Hardware Monitor  ≡=

Current CPU Temperature      

Current System Temperature    

Current CPU Fan Speed         

Current Chassis Fan Speed       

Current Power Fan Speed        

Vcore 

Vtt

Vio

+5.000V

+12.000V

-12.000V

-5.000V
20 o C/68 o F

26 o C/78 o F

0 PPM

0 PPM

0 PPM

1.920V

1.472V

3.392V

5.085V

11.741V

-11.484V

-4.763V




 CPU Frequency

 Selection


この項目でCPUのベースクロックを決定します。選択肢は66、75、83、100、105、112、124、133、140、150MHzです。

注記：PCIバスは124/3、133/3のときは3分の1で、124/4、133/4のときは4分の1で動作します。




CPUの周波数を変更した後にシステムが起動しなくなった場合は下記の手順にしたがってください。

1. システムの電源を切ります。

2. <F10>キーを押しながら電源を入れます。

3. この項目で正しい周波数に設定し直します。

4. システムの電源をもう一度切ります。

5. システムを立ち上げます。

 CPU Ratio

 Selection


この項目でCPUの倍率を決定します。選択肢は3.0x、3.5x、4.0x、4.5x、5.0x、5.5x、6.0x、6.5x、7.0x、7.5x、8.0xです。



 VCC3 Voltage

 Setting
I/O電圧の選択です。デフォルトの設定のまま使うことを推奨します。

注：CPUを66MHzのものから100MHzのものに変更したり、その逆の変更をした場合、“CPU has been changed. Prees F1 to run SETUP. Press F2 to load default values and continue”というメッセージが表示されます。

 Current VID


ここにはデフォルトのVID(内部電圧) 2.00Vが表示されます。


 VID Setting


<PgUp>/<PgDn>キーを押すことでVcoreの値を変更できます。選択肢は1.90V、1.95V、2.00V、2.05V、2.10V、2.20V、2.30V、2.40Vです。


(以下の項目はハードウェア監視に関するものです。
 Current CPU 
 Temperature

現在のCPU温度です。


 Current System 
 Temperature

現在のシステム温度です。


 Current CPUFAN

 /ChassisFAN/

 PWRFAN Speed
CPUファン、ケースファン、電源ファンの回転速度です。この値はリアルタイムで変化します。ファンを取り付けていない場合は0が表示されます。

IDEハードディスク自動検出
この項目を使用するとIDEハードディスクのパラメータが検出され、”Standard CMOS Setup”に自動的に反映されます。もし自動検出された値が本当の値と合わない場合は<N>キーを押してその値を拒否し、”Standard CMOS Setup”で正しい値を手動で入力してください。
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

AMIBIOS SETUP – STANDARD CMOS SETUP

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Date (mm/dd/yyyy) : Wed Sep 02,1998
Base Memory: 0 KB

Time (hh/mm/ss) : 13:30:10
Extd Memory:0 MB

Floppy Drive A:     1.44 MB 3 1/2


Floppy Drive B:     Not Installed









LBA
Blk
PIO
32Bit


 Type
Size
Cyln
Head
WPcom
Sec
Mode
Mode
Mode
Mode

Pri Master 
: User
4335
8400
16
0
63
On
On
4
On

Pri Slave  
: Not Installed



                                  

Sec Master : Not Installed
                                  

Sec Slave  : Not Installed
                                  




Boot Sector Virus Protection      Disabled


Month
Jan
- Dec
ESC : Exit
 ↑↓: Sel

Day
01
- 31
PgUp/PgDn
:Modify

Year
1901
- 2099
F2/F3:Col
or

この項目で管理者パスワードを設定できます。
パスワードを設定・変更する : プロンプトで現在のパスワードを入力し、その後新しいパスワード(英数字で6文字まで)を入力し、<Enter>キーを押します。次のプロンプトで確認のため新しいパスワードをもう1度入力し、<Enter>キーを押します。
パスワードを無効にする : ‘Enter Password’のダイアログボックスが出たら、名にも入力せずに、<Enter>キーを押してください。パスワードを無効にする確認メッセージが現れます。
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

注意 :もしパスワードを忘れてしまった場合は、電源を切ってJP8を’2-3’にさしてCMOSを消去してください。その後JP8を元の’1-2’に戻してシステムを再起動してください。

この項目を使用するとBIOS ROMに記録されている最適設定を呼び出せます。この機能を使うには、メインメニューからこの項目を選択し<Enter>キーを押します。ダイアログが現れるので、<Y>を押し、その後<Enter>キーを押してください。
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20

(C)1998 American Megatrends, Inc. All Rights Reserved

Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

設定を変更して問題が生じたときはこの項目を使用してデフォルトの設定を呼び出せます。
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20
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Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

この項目を使用すると新しい設定値をCMOSメモリに保存しシステムを再起動します。
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20
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Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit

この項目を使用すると変更した値は保存されずにセットアップを終了します。
AMIBIOS HIFLEX SETUP UTILITY – VERSION 1.20
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Standard CMOS Setup

Advanced CMOS Setup

Advanced Chipset Setup

Power Management Setup

PCI / Plug and Play Setup

Peripheral Setup

Hardware Monitor Setup

Auto-Detect Hard Disks

Change Supervisor Password

Auto Configuration with Optimal Settings

Auto Configuration with Fail Safe Settings

Save Settings and Exit

Exit Without Saving

Standard CMOS setup for changing time, date, hard disk type, etc.

ESC:Exit  ((:Sel  F2/F3:Color  F10:Save & Exit







Quit without saving (Y/N) ? N
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   	SPK : スピーカ


	Speaker
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	パワーLED・キーボードロックコネクタ  


	


	パワーLED +


	N/C


	GND (パワー用)
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   	GND





PS ON





	RST : リセットコネクタ


     リセット信号


     GND


	


	


	























	SMI : SMI リード


	GND


	SMI信号


	





IDE-LED : IDEデバイス用インジケータLEDコネクタ


			IDEのLEDがオンのときはオンボード


LED信号	IDEデバイスが動作中であることを示し


+5V			ています。間違ってコネクタをさしたとき


			はLEDが普通より明るく光ります。





   CPUファン





電源ファン      ケースファン





1 	+5V 


FIRRX 


IRRX


4	GND


5	IRTX
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+5V�
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3.3V�
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14*�
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�
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GND�
10�
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15�
GND�
20�
+5V�
�
* PS_ON : ソフトオフ電源コントロール
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COM 1





USB 1
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Load high performance settings (Y/N) ? N
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Enter new supervisor password:
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REQ#





GND





Save current settings and exit (Y/N) ? Y





Load failsafe settings (Y/N) ? N
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